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   A 21-year-old man with a tumor developed in the right scrotal region was presented. 
   The tumor was resected  surgically and it was  10x  5  x  5cm. in size and 45gm.in weight. 
Histological examination revealed hemo-lymphangioma of the subcutaneous tissue of the 
scrotum. 
   Angioma of scrotal skin was reviewed and discussed.
陰嚢皮下組 織 より発生す る脈 管腫は,一 見相
当多い ものではないか との感をいだ か し め る
が,実 際 はその報告 例は意 外に少な く,私 の調
べ得た範 囲では,欧 米 で血管腫 はわずか27例,
リソパ管腫は10例の報告 を見 るに過 ぎず,本 邦
に於 いては未だそ の報告に接 しない
我 々は陰嚢皮下組織 より発生 した と思われ る
血管 ・リンパ管混合腫 の1症 例を経験 したので






































































に始 ま りWinslow(1928)は自験例1例 を加 え
て文献 よりユ0例を集 めて報告 し,Gibsonはこ
れに更に8例 を加 え,Mahoney(1956)はこ
れに7例 を加 えて報告 している.こ れ に 更 に
G6tzen(1958)の1例を加 えれば,文 献上合計





























の ものに発生す るtfu管腫を2型に分 け,陰藪真皮
に発生 する ものHemangiomaofthescrotum
お よび陰嚢皮下組織 より発生 す るものHeman-
giomaofthescrotalsubcutaneoustissueが
ある とし,自 験例1例 を含 めてその19例を集 め
報告 してい る.そ の後,前 者 に対 しては極 めて
多 くの報告 があ り,Bruce(1960)によれば50
才以上の男子の約15%にこれが認 められ る と報
告 してい る.
また リンパ管腫 の報 告は,そ の発生部位 に関
して明確 な ものが少ない ので,正 確 な例数を決
定 す ることは困難 であるが,我 々の例 と極めて
類似 した もののみを とりあげ てみ ると,Hasli-
nger(1921)の第1例 以後,HellandandMiale
(1955)は自験 例2例 を含 めて 文献 より7例 を


























宮川他:陰 嚢皮下組織 より発生した血管 ・リソパ管混合腫の1例
Gueukdijan(1956),およびDoepfmerand
Bonse(1958)の各 ユ例 を 加 えて合計10例の報
告を見 るに過 ぎない(第2表)
しかしなが ら,こ れ らの症例 のいずれ もが血
管腫 あるいは リンパ管 腫 の単一性腫瘍 であるの
に対 し,我 々の ごとき両者 の混合腫 の報告 は欧
米および本邦 を通 じて見当 らない.
本症 の原因は,陰 嚢真皮 に発生す る も の で
は,EvansandForks(1962)カミ述べ るごと
く,静脈血栓症,副 睾 丸腫瘤,ヘ ル ニヤ および
その手術等 の誘 因が考 え られてい るが,本 症例
のごとき陰嚢 皮下組織 に於け る脈管腫 では明確
な誘因が無い模様 で ある.
診断は組織学的検査 にまっ外 にはないが,そ
の発生部位 の確認 は主 として術 中所見,殊 にそ
の輸出血管が どの部位 に流入 しているかを見 る
事が最 も重要 な事 と考 え られ る.し か しHe11-
andandMialeは,血管腫 に於 いて,皮 下 組
織 より発生 した ものでは組織標本 中に平 滑筋 線
維が認め られ る ことを指摘 してい る.
我々の症例 において も,こ の両条件が具わっ
ている事 か ら,本 症例 は陰嚢皮下組 織 よ り発生
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第6図:暗 赤色部組織像:拡 大した毛細
管および リソパ管が見える・
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第7図 ξ淡赤色部組織像=拡大した リソ
パ管および一部で平滑筋線維が認
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